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防
災
避
難
訓
練 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
３
部
） 

 

９
月

日
（
火
）
に
大
雨
に
よ

る
河
川
の
氾
濫
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
各
教
室
か
ら

本
館
４
階
大
講
義
室
ま
で
避
難
を

し
ま
し
た
。 

 

避
難
訓
練
終
了
後
に
、
土
井
先
生

が
、
防
災
に
つ
い
て
東
日
本
大
震
災

時
の
映
像
を
交
え
て
、『
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
』
と
い
う
こ
と
を
お

話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「銀
の
馬
車
道
」講
演
会 

（１
・２
・３
部
） 

 

９
月

日
（
火
）
に
１
・
２
部
、
９
月

日
（
木
）
に
３
部
が
本
校
大
講
義
室
に
て
、

「
銀
の
馬
車
道
」
飾
磨
街
道
活
性
化
委
員
会

副
代
表
の
奥
田
様
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を

行
い
ま
し
た
。
生
野
銀
山
・
飾
磨
津
（
現
姫

路
港
）
間
の
歴
史
や
銀
の
馬
車
道
の
史
跡
に

つ
い
て
地
図
や
写
真
を
用
い
て
お
話
さ
れ

ま
し
た
。 

  

 

 

 
         

  

 

  

和
太
鼓
鑑
賞
会 

（１
・２
部
） 

 

９
月

日
（
火
）
に
本
校
大

講
義
室
に
て
、
和
太
鼓
の
鑑
賞
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
芸
術
の
秋
」

と
い
う
言
葉
の
通
り
、
日
本
の
伝

統
芸
術
に
触
れ
、
様
々
な
こ
と
を

感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

Challenge 

Change 

モ
ル
ッ
ク
交
流
会 

 
 

 
 

 
 

（
３
部
） 

 

９
月

日
（
月
）
に
飾
磨
小
学

校
の
運
動
場
に
て
、
モ
ル
ッ
ク
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
生

徒
と
飾
磨
小
学
校
６
年
生
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
本
校
３
年
次

生
か
ら
ル
ー
ル
説
明
が
あ
り
、
競

技
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
小
学
生
と
楽
し
く

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  

第７号 

号イ六

の里 

Chance 

前
期
終
業
式
・後
期
始
業
式 

（１
・２
・３
部
） 

 

９
月

日
（
金
）
大
講
義
室
に
て
、

１
・
２
・
３
部
の
前
期
終
業
式
・
後

期
始
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

校
長
先
生
の
式
辞
で
は
、
学
校
生

活
や
部
活
動
の
活
躍
に
つ
い
て
、
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
感
染
対
策
の
観
点
か
ら
心

の
中
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
閉
式
と
な

り
ま
し
た
。 

  

 

令和４年 

（
多
部
制
） 


